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特殊音節ヒントカード教材名

特殊音節の表記を覚える （規則性をなかなか理解できない児童のためねらい 。

に）

・ひらがな表記の学習にヒントカードとして役立てる。手順と内容

・絵の視覚情報を手がかりに一致する特殊音節を選び表記する。

・音韻分解ができ特殊音節の入る位置が理解できていることが前提。

活用の仕方

視覚的な情報と音と表記を一致させて覚え、同じ音を選び出して表記

をしていく手順を繰り返すことで特殊音節の表記を自動化させる。

（昭和小学校より提供）
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